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今年度もフレッシュな新卒職員が入職しました。新卒介護職員はグループで 8 名、内すこやか福祉会に 7 名入職

しました。満開の桜の木の下で新入職員の皆さんの希望に満ちた清々しい姿を見ることができました。 

4月 1日～4月 5日の新卒合同研修を終了し、4月 8日より各介護事業所へ配属となりました。 

皆様、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

住みなれたまちで
2024 年

5 月1 住みなれたまちで 

進路に悩んでいた高校 3年生の時、自分がこばとの森保育園に通っていたころの個人記録のエ

ピソードが読んでいて面白く、自分が多くの人と関わり支えられたことに気付き、とても元気づけられ

たことが保育士を目指そうと思ったきっかけです。自分も子どもたちのありのままの姿を受け止めて、

子どもたちの遊びや気持ちを支えていけたらなと思います。 

※ 掲載されている似顔絵は、イラストレーターの姉が描いてくれたものです。 

 

0歳児クラスを担当することになりました。子どもたちみんな可愛くて、毎日癒されてるし、もっ

と仲良くなりたいと思っています。覚えないといけないことでもどこか抜けてる部分があったりしま

すが、同じクラスの先生方をはじめ、いろいろな方に優しく教えてもらいながら覚えている最中で

す。これからも、子どもたちと共に成長して、たくさんの学びを吸収していきたいです。 

保育士を目指したきっかけは、子どもが好きで、職場体験や実習などを通じて、子どもたちの笑

顔に癒されながら日々の成長を見守り、サポートができる素敵な仕事だと思いました。4月から保

育士として働きはじめ、元気で無邪気なかわいい子どもたちと、暖かくサポートしてくださる先輩職

員の方々に支えられ、日々学び楽しみながら働いてます！ 

 

こばとの森保育園 

八潮かえで保育園 

野のはな保育園 
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社会福祉法人すこやか福祉会 2024年度事業活動計画 

★人口減少社会の到来など社会の変化と

次世代継承という課題 

 

近年、生産年齢人口の減少をはじめとする本格的な

人口減少社会の到来、福祉ニーズの複雑化、多様化、

地域社会の変化が進んでいます。その変化に対応して

いくため、従来の高齢者、障がい者、子どもといった事業

種別を超え、横断的、包括的な福祉サービスの提供が

必要です。また「地域における公益的な取り組み」を進め

ていくためにも、福祉分野を超えた他分野との連携した

取り組みが期待されています。 

一方で、次世代リーダーを育

成できるかどうかが組織として

の試金石です。すこやか福祉

会は複数の事業部で運営を担

っていますが、複数体制はトッ

プダウンでスピーディに意思決

定できず、足並みをそろえる必

要性が生じるなど困難な面が

あります。しかし、そこがうまく回 

ったときには、組織として強くな

るはずですし、組織運営はその

状況に応じた機敏な判断が重

要です。次世代への継承という 

課題に取り組むために、組織運

営のノウハウを学び、新たな課

題にチャレンジし続けていきま

す。 

 

地域貢献と次世代継承、その担保としての経営改善を主軸に  

★社会福祉法人の経営環境変化と対応 

 

今日、法人経営を取り巻く環境として重視すべきもの

は、物価の高騰と賃金動向・人材確保です。福祉サー

ビスは公費による運営が基本なので、一般産業のように

物価高騰に価格転嫁という形で対応することができませ

ん。そのため、自治体からの運営費や報酬等が物価や

賃金を見据えたものになっているかどうかが大きく経営

を左右することになります。その決定を担う国や自治体

に向けて福祉現場の実態をエビデンスベースで立証し、

運動を進めていくことが何より重要です。 

すこやか福祉会は 2023年度に東京さくら福祉会との

法人合併を行うなど大きな節目を乗り越えてきました。

しかし、経営面では大きな赤字を生む結果となり、それ

以外にもいくつかの問題も出てきました。2024 年度は、

それらの反省すべき点を改善し、大きな飛躍の年となる

ようにしていかなくてはなりません。 

そのような状況下で、すこやか福祉会は 2024 年度

事業計画として以下の課題に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【常務理事 菊地 雅彦】 

① 経営分析をベースにした「全職員参加

の経営」による経営体質づくり 

② 法人運営の新たな段階をめざすため

の幹部配置と事業活動を担う人材の

確保と育成 

③ 第２次５カ年計画の重点課題への果

敢な取り組みと新たな中長期計画へ

の挑戦 

④ 民医連の社会福祉法人としての求めら

れる役割実践と事業整備 
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学童保育クラブ 

カナリア学童保育クラブ 

2024 年 2 月に葛飾区金町 6 丁目に開所しました。2

月、3 月はこれまで待機していたご家庭の子どもたちが入

所、4 月からは 2 年生 4 名、3 年生 35 名、4 年生 12

名、計 51名でスタートしました。 

カナリア学童は他の学童とは異なり、2 年生以上が通う

学童なので、大人の声掛けがなくても自分たちで工夫して

遊ぶ様子の端々にも子どもたちの成長が見られます。 

また、日常の外遊びがありません。こんなにも元気のあ

る子どもたちが外に出ずしてどう過ごすのかという気持ちも

ありましたが、ワンフロアの室内でコマや工作、ごっこ遊び

やボール遊びなどたくさんの遊びを工夫しながら楽しんで

いる子どもたちの姿を見て、外遊びのない保育への不安

はなくなりました。 

子どもたちと一緒に考えながら日々の保育や行事を作

りあげていけるんだという楽しみで今は胸がいっぱいです。 

既に決まっているベース

がないからこそ意見を出し

合い、形にしていけるという

経験は子どもたちだけでなく

私たち大人にとっても非常

に貴重で有意義な時間と

なることと思います。 

そして日々成長を遂げている子どもたちの姿が本当に

頼もしく、たくさんの力をもらっています。 

この力を保育に生かし明るく楽しく自分らしく過ごせるあ

たたかい学童を皆でつくっていきたいと思います。 

これからのカナリア学童がどんな形になっていくのか楽

しみです。             【主任  見代 明香里】 

2024 年 2 月に葛飾区東立石 6 丁目に新しい居宅

介護支援事業所として「ケアサポートかつしか」が開設と

なりました。 

葛飾区内の四ツ木診療所（居宅）とあおと介護保険

相談室が合併してできた事業所です。 

私は、責任者をしております星といいます。以前は、

四ツ木診療所（居宅）の責任者をしておりました。まだ責

任者２年目なので分からないことも多いですが、事業所

職員や法人・他居宅介護支援を含む他事業所の皆様

にいろいろと教えて頂きながら日々学ばせていただいて

おります。 

現在は、6 名のケアマネジャー（介護支援専門員）が

在籍しており、協議会の居宅介護支援事業所としては

大規模の事業所だと思います。 

それぞれのケアマネジ

ャーが日々お互いに相談

や学習しながら、様々な

問題解決に向けて頑張っ

ています。また、地域・協

議会でも学習する機会が

多く、一度で覚えきれない

ことも多いので、事業所内

で水平展開の意味で情

報共有し、学習しておりま

す。 

オフの日は、皆さん趣味活動などで充電しながら楽し

く頑張っています。 

【所長 星 毅】 

居宅介護支援事業所 

ケアサポートかつしか 

2024年2 月 東京都葛飾区に保育・介護事業所開設しました 
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2024年度の八潮市立おおぜ学童保育所は、1年

生 55名、2年生 36名、合計 91名でスタートしまし

た。 

昨年度までは、1年生から 3年生まで在籍していま

したが、今年度は 1・2年生のみの学童になりました。 

正直「どうなってしまうのだろう」という不安がありまし

た。しかし、そんな不安は新年度初日に一気に消えま

した。 

2年生の子ども達が 1年生の分からない事を優しく

親身になって教えてくれる姿がみられ、また、遊びの面

でも昨年度から人気の遊びを自然と受け継ぎ、早くも 1

年生も同じように遊び始めている姿がみられます。 

そんな子ども達の姿を見

て、新たな学童を作ってい

く気持ちで、子ども達にとっ

ての「楽しい学童」「安心で

きる居場所」を提供してい

きたいと思います。 

子ども達の声を聴きながらできるだけ形にしていき、

保護者からも信頼される関係を築きあげていきたいと

思います。             【主任 日吉 理恵】 

寄付のお礼 
常日頃から当法人の社会福祉事業にご協力・ご支

援いただき、感謝申し上げます。この間、貴重なご寄付

を多くの方々からいただきました。 

心からお礼申し上げます。 

すこやか福祉会 2023年度寄付金収入総額 

2,873,260 円 

施設の充実に役立つよう、大切に活用させていただ

きます。高齢になっても、障がいがあっても、安心して住

みなれた地域に住み続けることが可能になるよう、また

「いつでもどこでも誰でも安心してサービスが受けられる

こと」ができる介護保障の実現のために、役職員一同、

これからも奮闘していく所存です。 

どうぞ今後とも、今までと変わりないご支援・ご協力を

重ねてお願い申し上げ、お礼にかえさせていただき 

ます。 

保育
だより

【訂正して、おわびします】 

法人広報誌「住みなれたまちで」第 66号（2024年 1月

1日発行）6ページ 「第 12回すこやか作品展」の記事で、

デイサービスセンターすこやか 金多永子 様の名前が「金

多 永子 様」とあるのは、「金 多永子 様」の誤りでした。

お詫びして, 訂正させていただきます。 

ホームページ         介護採用ホームページ 

皆さまお時間あるとき是非ご覧ください！ 

Instagram         YouTube 

の


